
経営革新のための技術戦略：
AI + ローコード + クラウドネイティブ
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OutSystems, Inc. 
• ポルトガル：リスボン

• 米国：ボストン

製品開発およびR&D 
(ポルトガル)

2001年 ポルトガル リスボンで設立
二十数年の歴史と実績 : ローコード分野のリーディングカンパニー

※ 記載の数値は2024年1月時点のものです

OutSystemsジャパン株式会社 
• 設立：2017年1月
• 代表取締役社長：三重野 智博
• オフィス：東京都港区六本木1-4-5 

　アークヒルズサウスタワー9F　

700K⁺
Community 
Members

21
Industries

500⁺  
Global Partners

79⁺
Countries

OutSystems紹介



ソフトウェア開発は、 
非効率な手作業 

に頼りすぎではないか？ 
 

インフラも、プログラムも、
運用も、。 

OutSystems紹介 : お客様や、我々の考え
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ソフトウェアに関連する問題は、 
非効率な手作業に頼っている結果 

ではないのか？ 

運用ばかり 
時間をとられる 開発者が足りない  改善するための  

時間がとれない  作業待ちの項目が  
多すぎる 

OutSystems紹介 : お客様や、我々の考え



OutSystemsは、 
ソフトウェアの 

開発・運用作業を 
自動化します。 

 
ミッションクリティカル 
な領域も、もちろん対

応します。 

OutSystems紹介 : 目的
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● [自動車] - トランスフォーメーションの実現

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/toyota-low-code-journey/
● [自動車] - レガシーからの脱却・刷新

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/mazda-legacy-migration-to-save-millions/
● [半導体製造装置] - 基幹システムの刷新

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/tokyo-electron/
● [情報・通信] - B2E 購買システム

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/outsystems-for-sbcs-internal-production/
● [種苗] - 内製化

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/sakata-weeds-out-shadow-it/
● [建設] - DevOpsの実現

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/daiwa-house/
● [製薬] - DX+内製化

○ https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/kobayashi-pharmaceutical-dx/

＊OutSystemsのWebサイトで詳細をご覧いただけます。

国内OutSystemsユーザ事例

世界的な大企業様にご活用いただいています。詳細については、ぜひブースまでお越しください。

https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/toyota-low-code-journey/
https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/mazda-legacy-migration-to-save-millions/
https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/tokyo-electron/
https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/outsystems-for-sbcs-internal-production/
https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/sakata-weeds-out-shadow-it/
https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/daiwa-house/
https://www.outsystems.com/ja-jp/case-studies/kobayashi-pharmaceutical-dx/


なぜOutSystemsが活用されているのか?
基幹システムクラスの 開発・運用自動化による生産性向上
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自動化



なぜOutSystemsが活用されているのか?
高い非機能要件を自動的に満たす仕組み
最適な自動化のバランス

9

フルスクラッチ OutSystems ローコード

ノーコード

自動？生成AI?

● セキュリティ
● パフォーマンス
● 安定稼働



なぜOutSystemsが活用されているのか?
生成AIによる大規模な自動化は、まだ不十分
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以下のソフトウェアは、どのようなアーキテクチャ
にするべきか、教えてください。 
● ユーザは100万人
● 高いセキュリティと可用性
● 内部と外部のユーザで異なる認可・認証
● 外部監査したい
● ・・・



なぜOutSystemsが活用されているのか?
生成AIによる大規模な自動化は、まだ不十分
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アーキテクチャの概要

1. ユーザーアクセスと認証

○ Amazon Cognito: 外部ユーザーの認証と認可に使用。Amazon Cognitoは、ユーザープールとIDプールを提供し、ソーシャルID
プロバイダーやSAMLベースのIDプロバイダーと統合可能です。

○ AWS IAMまたはAWS SSO (AWS Single Sign-On): 内部ユーザー（社員など）の認証と認可に使用。IAMは、きめ細かいアクセ

ス制御を提供し、AWSリソースへのアクセスを管理します。

2. フロントエンド (Webとモバイルアプリケーション )
○ Amazon CloudFront: 高速なコンテンツ配信とキャッシュ。

○ Amazon S3: 静的コンテンツ（画像、CSS、JavaScriptなど）をホスト。

○ Amazon API Gateway: APIリクエストのエントリポイント。Webとモバイルアプリケーションの両方が利用可能。

3. バックエンド (ビジネスロジック)
○ AWS Lambda: サーバーレスでスケーラブルなコンピューティング。必要に応じて自動的にスケールし、メンテナンスが不要です。

○ Amazon ECS または EKS: コンテナベースのアプリケーションをホスト。Dockerコンテナを使用して、マイクロサービスアーキテク

チャをサポート。

○ AWS Elastic Beanstalk: 簡単にWebアプリケーションをデプロイ。特に初期のプロトタイピングやPaaSとして使用する場合に有

用。

4. データベースとデータ管理

○ Amazon RDS (Relational Database Service): 高可用性とスケーラビリティを備えたリレーショナルデータベース（例えば、

MySQL, PostgreSQL, Aurora）。
○ Amazon DynamoDB: 高速なNoSQLデータベースで、低レイテンシーのデータアクセスを提供。大量のデータをスケーラブルに処

理可能。

○ AWS Secrets Manager: データベース接続情報やAPIキーなどのシークレット情報の管理。

○ AWS Key Management Service (KMS): データの暗号化とセキュリティの向上。

5. データの連携

○ AWS Direct ConnectまたはAWS VPN: AWS外部にあるデータベースとの安全で低レイテンシーの接続を確保します。

○ Amazon AppFlowまたはAWS Glue: AWS外部のデータソースとの連携やETLプロセスを自動化。

6. 監視とログ管理

○ Amazon CloudWatch: リソースの監視、ログ収集、アラート設定。内部および外部ユーザーの行動ログも収集します。

○ AWS CloudTrail: APIコールの監査ログを収集し、セキュリティ監査やコンプライアンス要件に対応。

○ Amazon OpenSearch Service (旧Amazon Elasticsearch Service): ログデータの検索と可視化。Kibanaを使ってダッシュ

ボードを作成し、ユーザーの行動を可視化。

7. スケーラビリティ

○ AWS Auto Scaling: Amazon EC2、ECS、RDSインスタンスなどのスケールアップ・スケールアウトを自動的に行います。

○ Amazon Aurora: マルチAZ配置での高可用性と自動スケーリングを提供。

8. 開発環境とテスト環境

○ AWS CloudFormation: インフラのコード化により、開発、テスト、本番環境を自動的に構築および管理。

○ AWS CodePipeline、CodeBuild、CodeDeploy: CI/CDパイプラインを構築して、ソフトウェアのバージョン管理、ビルド、デプロ

イを自動化。

○ Amazon RDSとDynamoDBの別々のインスタンス: 各環境（開発、テスト、本番）でデータを分離し、独立性を確保。

9. 外部生成AIサービスとの連携

○ AWS Lambdaを介してAPIコールを行い、外部生成AIサービスと連携。

○ AWS API Gateway: 外部AIサービスへのリクエストを管理し、セキュリティとスケーラビリティを確保。

25個の製品を組み合わせて、検証する必要がある。誰がどうやるのか？



12 設計案です

合ってるかどうかは、わ
かりません ● 生成AIで、インフラ概要設計や、コーディ

ング支援はできる

● しかし、実運用するまでには、専門家の
知識・経験・手作業が必要



なぜOutSystemsが活用されているのか?
生成AIによる大規模開発自動化は、まだ不十分
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この要求を実現するためには、どのよう
な専門家が必要でしょうか？



なぜOutSystemsが活用されているのか?
生成AIによる大規模開発自動化は、まだ不十分
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必要なチームメンバーの種類と推奨人数

1. クラウドアーキテクト

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : AWSアーキテクチャ設計、

サービス選定、ネットワーク設

計、セキュリティ対策。

2. DevOpsエンジニア

○ 人数 : 2〜3人
○ 役割 : インフラ自動化、CI/CDパ

イプライン構築、環境管理、自動

スケーリング設定。

3. バックエンドエンジニア

○ 人数 : 3〜4人
○ 役割 : バックエンドロジックの開

発、API開発、データベース管

理。

4. フロントエンドエンジニア

○ 人数 : 2〜3人
○ 役割 : Webとモバイルアプリケー

ションの開発、API統合、UI/UX設
計。

18～29人の、様々なスキルを持つ人が必要。すぐにトレーニング・採用できるか？

1. セキュリティエンジニア

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : セキュリティ設計、

IAM管理、データ暗号化、コ

ンプライアンス対応。

2. データエンジニア

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : データベース設計、

データパイプライン構築、外

部データ連携。

3. 監視・オブザーバビリティエンジニ

ア

○ 人数 : 1人
○ 役割 : モニタリング設定、ロ

グ収集と分析、パフォーマ

ンス監視。

4. プロジェクトマネージャ

○ 人数 : 1人
○ 役割 : プロジェクト管理、進

捗追跡、リソース管理、チー

ム間の調整。

5. インテグレーションエンジニア

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : 外部サービスとの統

合設計・実装、データ同期。

1. コンプライアンススペシャリスト

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : コンプライアンス遵守の監

視、ポリシー設定、監査準備。

2. テクニカルライター /ドキュメンテーション

スペシャリスト

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : 技術文書作成、マニュアル

・ガイドの作成、ドキュメント管理。

3. トレーニングスペシャリスト /インストラク

ター

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : トレーニングプログラム設

計、教材作成、トレーニング実

施。

4. QAエンジニア（品質保証エンジニア）

○ 人数 : 2〜3人
○ 役割 : ソフトウェアテスト、自動化

テスト、品質保証プロセスの管

理。

○ サービス選定、ネットワーク設

計、セキュリティ対策。

2. DevOpsエンジニア

○ 人数 : 2〜3人
○ 役割 : インフラ自動化、CI/CDパ

イプライン構築、環境管理、自動

スケーリング設定。

3. バックエンドエンジニア

○ 人数 : 3〜4人
○ 役割 : バックエンドロジックの開

発、API開発、データベース管

理。

4. フロントエンドエンジニア

○ 人数 : 2〜3人
○ 役割 : Webとモバイルアプリケー

ションの開発、API統合、UI/UX設
計。

5. セキュリティエンジニア

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : セキュリティ設計、 IAM管

理、データ暗号化、コンプライアン

ス対応。

6. データエンジニア

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : データベース設計、データ

パイプライン構築、外部データ連

携。

7. 監視・オブザーバビリティエンジニア

○ 人数 : 1人
○ 役割 : モニタリング設定、ログ収

集と分析、パフォーマンス監視。

8. プロジェクトマネージャ

○ 人数 : 1人
○ 役割 : プロジェクト管理、進捗追

跡、リソース管理、チーム間の調

整。

9. インテグレーションエンジニア

○ 人数 : 1〜2人
○ 役割 : 外部サービスとの統合設

計・実装、データ同期。
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Q3 Company All Hands August 31, 2023

調査分析 監視・保守運用配置テスト開発設計

OUTSYSTEMS プラットフォーム
Scale    |    Security    |    Performance    |    Flexible Deployment

AI をプロセスに組み込み、自動化Outsystem AI 

- プラットフォーム組み込みの AIによる、GDPR等に準拠したAI ガバナンス  
-

● Product Owner
● Product Manager 
● Business Analyst
● CTO
● Enterprise Architect

● Solution Architect
● 1x UX/UI Designer
● 1x Security 

Architect

● 2 x Front End 
Engineer

● 2 x Back End 
Engineer + Data 
Engineer

● 1 x Dev Manager
● 1 x Dev Team Lead

● QA Automation
● 3 x Tester

● ½ x DevOPS
● Data 

Administrator

- Support Engineer
● Pilot Users

なぜOutSystemsが活用されているのか?
重要なシステムに適用できる、実用的な自動化



AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
実証済みクラウドネイティブアーキテクチャ
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● 各種コンプライアンス対応
● 暗号化、鍵管理
● ユーザ管理
● ネットワークセキュリティ
● 計装
● CI/CD
● プラットフォーム・ランタイム分離
● 自動スケールアウト・自動スケールアップ
● 2億円・12か月以上の工数削減を実現



AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
自動セキュリティ対策
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17
https://www.outsystems.com/blog/posts/low-code-security/

● 自動セキュアコーディング
● 自動アプリケーション認証・認可
● 自動データ保護
● 自動インフラセキュリティ（※）
● 自動各種セキュリティポリシー準拠と

作業(※)

※弊社PaaS利用時のみ

https://www.outsystems.com/blog/posts/low-code-security/


AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
プロトタイピング自動化
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Morpheus : 
フルスタック設計・プロトタイピング



AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
フルスタック開発・監視・運用

19

ビジュアル開発・改善 アプリケーションの健康状態監視
ユーザ管理
アプリケーション管理



AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
自動ソフトウェア構造分析・パフォーマンス改善
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コードメンター : ロジック生成支援 アーキテクチャメンター : 
アーキテクチャ改善支援



AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
自動パフォーマンス・セキュリティ改善
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パフォーマンス・セキュリティメンター : 
非機能要件の改善支援



AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
生成AI活用作業の自動化
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Agent Builder : 
生成AI各種設定・検索拡張生成用データ指定・
テスト・組み込み・サンプルアプリケーション
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コーディング詳細分析

現行アプリの
コード資源

分析とマッピン
グの定義

自動生成用のメ
タデータ

再構築されたア
プリ

開発者による
コーディング

自動生成された
アプリ

GenFactor®

AI・ローコード・クラウドネイティブ融合 : 
自動レガシーマイグレーション



安心してご利用いただけるプラットフォーム

開発者の高い評価
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 =54
          NPS

推奨(9-10)中立 (7-8)批判 (0-6)

8% 30% 62%

出典: 2021 OutSystems Community Developer Survey | Collected from a total of 1,126 responses, 



安心してご利用いただけるプラットフォーム

70万人以上のユーザコミュニティ

25



26

ありがとうございました。
是非ブースでお話ししましょう!


